
運動に伴う突然死の実態について

里 見 弘

1. ま え が き

近頃,健康づくり,体力づくりという言葉が盛んに用いられるようになり,それに伴って

一般人の日常生活の中にも運動がだんだん定着してきつつある.各個人が余暇を見出して運

動を実践し,健康の保持増進を図りながら,毎日が充実した,より価値ある人生を目指すこ

とは,まことにすぼらしいことである.しかし.その反面,折角‥健康の保持増進を目指し

ながら,結果的には健康を阻害し,ひいては死に至るケースも決して少なくか ､.それでは,

このような不幸な事故は防く-ことが出来ないものだろうか.できることなら,このような事

故が未然に防止され,皆が運動を楽しみながら健康の増進がはかれるのなら,.それにこした

ことはないわけである.そこで,本調査は;′運動が何等かの形で誘因となり発生した内因性

の突然死につし丁て,その実憩を調査し･その実態をもとに事故防止の方策をさく̀ることを目

的として実施したものである.

2.調 査 方 法 一

調査期間は昭和52年10月1日から昭和53年9月30日までの1年間とし,その間の運動が直

接関与して発生したと思われる内因性の死亡事故を対象として調査を実施した.調査方法と

しては,各種の新聞に報道され,更にそれが ｢月刊切抜き,体育 ･スポーツ｣(アイオーエ

ム版)に収録された記事をもとに調査した.山での転落死,還泳中の溺水,ボクシング中の

事故死,ゴルフプレー中の落雷による感電死等,いわゆる外因性ゐ死亡事故については除外

した.なお,各種状択,死因等はすべて新聞記事によるものである.

I

3. 結果及び考察

この1年間に発生した運動に伴う突然死の実態は 〔表1〕の通りで,死亡者は66名 (うち

女子10名)となっている.この実態をもとにいろいろと検討を加えてみたい.

3-1発生状況について

この1年間の死亡者数は前述の通り66名であるが,これを高校生以下と大学生,一般人と

に分けて,月別の発生状況を見たのが 〔表2〕である.全体的に見ると6-8月の暑い時期

の発生が目立ち,この3ケ月の死亡者は34名と50%を超えている.この時期は日も長くなり,

且ついろいろな体育行事も多く,それだけに運動に親しむ機会も多くなる∴また,選手生活

をしている者にとっては トレーニングが質量共にピークに達する時期でもある.それに加え

* 昭和53年12月 日本体育学会長野県支部大会において発表
**一般科保健体育 教授
原稿受付 昭和54年9月29日
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表1 運動に伴う内因性突然死 (昭和52年10月1日～昭和53年9月30日)

月日L氏名回年令lBl属(府県)l死可 経 過 ほ か

冗.Kl男 l8 土肥小2年 運動会の100m徒競走でゴール手前で突然倒
れる.平均体格で健康状態異常なし.

10.10lY.Ⅰ

33巨 熟 奈J",卜臓-ヒL軍肇 巌 蟹 琴 等 墓裏革

10.301Y.Ⅰ

ll.4IY.Ol男

男L可 岩ケ崎罷窟 校内マラソン (lob)でゴールした直後倒れ
る.スタート前異常なく山岳部負.

校内マラソンに参加,ゴ-ル直前校門前で倒
れる.

ll.14tY.Yl男
立石中(2品 匝 -ヒl諾 誓琴驚 喜書嘉蓋差掛 27-9鎚

ll.291M.Yl男

12.41Ⅰ.Tl男
69I無職 侶 岡,匪 うl欝 準 憲 器 盤 既 芸至芸露

12.7ls.Ml男
121西原小(6品 ,匪 臓l墓警 誓,軍手嘉曇姦芸 蓋o#LF識 題

12.7ls.Hl男

･2巨 2･13IY･S回131栃木4鹿 卜臓-ヒl
早朝校内マラソソ(校庭10周約の2h)の後,
教室に入ろうと校舎に入ったとき倒れる.

13I53.I.71A.Nlk
大令高(3*簸 ,ト 不 全l季語 遠 語 笑子等誤 儲 orH 慧

141 1･18IK･Sl男 20l明石高画 室性肇 .n競 1".諺 鎧 電 離 苧 前 に倒れ

1.231H.Yl男 永原FA3,品 ,ト｡臓マヒl蓋葉菜 野 島壷㌘雲識 箕等思姦嘉'o
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1.281T.Al男

･71 2･18回 男

第2回 オール ドパワースキー大会,大回転競
技滑走直後.

3.20lT.Tl男
高校数鮎 卜 不 全l妄言三軍琵 諾 雪重曹慧野 鶴 晶姦

4.101M.Ol男
(長崎'卜臓-ヒ隊 長婁議 声嘉還 野 言讐莞芸

可 16l醐 噛 む可

卓球部のトレーニングで1.8knのランニング
途中倒れる.昨年12月健診 ｢異常なし｣
剣道部員で自由練習後,剣納めの礼をした直
後倒れる.ふだん元気,健診異常なし.

4.17lT.Al男
15l函館鶴 ,ト 不 全l蓋芸慧芸無 琵嘉;蓋笹 関 配

体育の時間280mのグラウソドを2周半した
ところで,3月の検診で心電図異常なし.

学校主催の体力測定で1500m持久走のゴール
直後倒れる.
バスケット部の練習でウォーミソグアップ中
倒れる.中学時代からバスケット部員.

散歩にでかけて約1時間半後,再度山登山道
の山頂付近で倒れる.心臓発作の持病あり.

卓球部員,クラブ活動で1100mのランニング
の後倒れる.

5.lllJ.Sl女
上印 乱 ｡)ト 不 全l芸芸,;孟孟芳容写買芸 嘉要望量iokm# 居

l会社員(嗣車臓発作l夜9時頃,外でかけ足をしてくると云って出かけ途中死亡.日頃から心臓弱し.

J緋 (3歳Z,匪 臓Ⅰ

体育の授業中,準備運動で400mのランニン
グを始めた直後.野球部員.

6.6lY.Tl男

富士"･%li,;L塁性心不隈 等鮎 岩野 義 認 真義

テレビ記者
(福島)

工員 (福島)

共に福島市民マラソソ8knの部に参加,気温
30oCを超す猛暑の中のレース.
K .Tさんはゴール前30mで倒れ,T.T事ん
はどこで倒れたか不明 .
K.Tさんは柔道2段,T.Tさんは野球の選
手をしていた.

6.20】M.Hl男
流通% ,l･b不全層 雲岩芝 野三重三議 預 !39::#
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6.21lY.Tl男
64l薬販売鮎 ,桓 出血l壷屋至芸嘉嘉冨軍 産欝 警 記 夢窓昌

6.25lK.Kl男
47l会社員(東京,ト臓-ヒ際 琴軍 琴孟妄言を琵 嘉 こ戯

6.261で.Sl男

･7巨鶴 川桓 慣 琴 声聾監酢Ao嘉撃取
6.26lK.Yl男

40l会社員(岩手匝 -ヒI琵 琶董藍 琴 ､毒鑓 繁 昌㌢亨基b5渇

6.27JT.Wl男
27l会社員(静岡,匝性心確 抑

水泳の授業で泳いで いるときに突然沈む.す
7.4lH.Yl男 長井高1年

(lLn7ml心舶 動】遥毘 遠望,t=デ謂 腎賢覧窒品 讐上競技の

男 回 片桐酉由宇戯 作l水泳の授業中,25mの中程のところで急に沈ち,すぐ救助したがすでに死亡.

l南大東品 縄塵 循環l

柔道の練習中,気分が悪いと訴え,暫く休ん
だ後,病院へ移送,その途中で死亡.

7.101M.Yl男
(肋 眉 警弼 慧 詰 態 違 憲 運 芦

7･12lH･A回 18l米子東鮎 ,匝当

体育の授業でバレーボールのアタック絞習
中,4月の健診 ｢異常なし｣柔道2段.

朝野球に参加し,投手で2回投げ,その後打
7.131N.Kl男 造林作業員

hr翫 )l心臓マヒl監 竺とう干してふらつきベンチにさが岬

7.22lY.Nt女

二 二 :; :-,-喜:_::iIL_･-;i-:iI二三 二 三 二 二

女 回 越谷北島玉串 不 全t
テニス部の練習中,突然倒れ4時間後に死
亡.気温34.4oC.

睡眠時間3時間,気温36.1oC.

7.25lY.Ml女

7･25IM･N回 46L精薄者協 ,Iや掛 ヒl
遊泳中,急に体の調子が悪くなる.入水前の
保健婦によるチェック異常なし.

明治大畠京,囲 蓋蓋sy2籍等箆!Tv=言禦 猷言･yテン
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7.30tE.Nl93
杉並高(1品 ,L晶瑠 磁 歪警7% 1700措 鵠 矯 欝 岸摘

･6戸手高(1品 ,l呈智甲
野球部合宿練習初日,2キロのランニングの
後,グラウンドを20周したところで倒れる.

8.6日.Kl男
関西第(1鳥 ,l呈警鞘 蓋,771え.35冨習:2'go撃;鞄 至馨野 蒜壷

野浮田高
(東京)

〟 ( " )

8.7lK.TITJ
夕方の体力づくりラソ ユングで約3kn走った
所で苦しみ出す,1時間後死亡.中学の野球
部投手.

8･8ZY･K回 18l醐 熟 別 ,

イソクーバル トt/-エソグで600
･L,した直後倒れる.合宿中.

町民運動会でマラ ソンに参加,約4キロのコ
ースでゴール前 300mのところで倒れる.高
校時代野球部投手,現在も役場チームのレギ
ユフ一.

心 不 全r妄蒜 ?詣 露 ;袈 謂 嘉欝 倒れる･

スイミングスクールの修了式の日 ,潜水訓練
中,汚水したまま浮上せずそのま ま死亡.初
等科-紋,2時間連続して泳(･能力をもって
いた.

仲間とバ トソタ

8.271M.Kl男

8.271K.Kl男
仲間3人と谷川 岳に登り下山途中,オジカの
頚付近で突然意 識 不明となりそのまま死亡.
ふだん低血圧気 味であった.

9.8lK.Mr93

9.lllH.Sl93
脚 (岡山,ト再 挙筆 琴慧 鴇 罰 嘉慧 芸冨冨･:芦

月刊切抜き 体育 ･スポーツ (アイオーエム坂)より抜革

〈注)1 ここに記載したのは新聞で報道されたものだけである.
2 死亡に運動が何等かの形で関与し,かつ本人の素因が結びついていると思われるもの
のみを収録した.
3 従って外傷性の部放 く例,山での転落,遊泳中の溺死,ボクシソグの事故死,ゴルフ
中の落雷等)は含まない.
4 未申記載の死因は新聞に記載されたものをそのまま用いた.
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表2 月別発生件数 ()は女子を示す.以下同じ

ての高温多湿の環境条件,このような幾つかの要因が死亡事故の多発に関係しているものと

思われる.

次に高校生以下についてみると,4,5月と11- 1月にも発生が多くなっている.4,5

月は長い学年末休業の期間,大した身体活動をすることもなく過していたのが,新学期にな

って急激に活発な運動を実施するようになったこととの関連,また,ll- 1月はいろいろな

学校主催の体育行事が実施されることとの関連が考えられる.

3-2 発生時の区分

運動に伴う内因性の突然死はどんな時に発生しているのか,その区分は 〔表3〕の通りで

ある.まず,高校生以下についてみると,最も多いのがクラブ活動中,ついで授業時,学校

表3 発生時の区分

行事の順になっている.これらは,いずれも学校の管理下において発生したもので,その割

合は実に92.5%に達している.このような学校の管理下におけるいろいろな体育関係行事は,

身体活動が半ば強制され義務づけられることもあって,少 無々理してでも頑張らざるを得な

いような雰囲気もあり,つい無理してしまうケースが多いのではなかろうか.このような無

理な頑張りが事故発生と関係があるのかもしれない.この現実は,児童生徒を預る立場にあ

る学校関係者としては肝に銘じておく必要があろう.次に大学生,一般人についてみると,

当然のことながら個人活動中が多くなり,高校生以下では見られなかった大会時の発生も多

くなっている.この両者を合せると80%を超える.個人活動の内容は殆んどが健康増進,体

力増強のための活動であり,大会は早朝野球のようにレクリエーション的なものから,日頃

の トレーニングの効果を試すための競技会形式の大会までいろいろ含まれている.しかし,

いずれにしても,運動が所期の目的と全く異った結果をもたらしていることに違いはない.

3-3 発生時の活動状況

事故が発生した時の活動状況は 〔表4〕の通りである.最も多いのは ランニング中で34

件,50%を超える.また,他の種目でも事故が発生した時の状況を細かに分析してみるとラ
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未4 発生時の活動状況

表 5 ラソエソグ中の事故発生時区分

ソニソグが何等かの形で関係しているものが多い.そこで,ランニング中の事故について更

に発生状況を分析してみると 〔表5〕のようになる.即ち,長距離走において最も発生頻度

が高く,それも,ゴールを目前にしてとゴール直後の発生が多くなっている.また,途中に

区分されるものが10件となっているが,殆んどが個人活動の体力づくりトレーニング中のも

のである.従って,事故発生時の目撃者もなく状況がはっきりしないものが多いが,この中

には,自分で考えた目標距離の直前,あるいは直後のものも含まれているかもしれない.こ

のようなゴール直前,直後の多発は,ゴールを目指しての最後の頑張りが,生体に過重な負

担を与えるためではないかと思われる.しかし,ウォーミングアップ中と思われる事故も3

件あり,･ウォーミングアップ程度の軽い負荷でも発生することがあることを示している.

3-4事故者の実態
事故老の中で運動以外に事故の誘因となるような各個人の要田についてみると,何か所見

のある者は 〔表6〕のようになっている.その数は19名,約30%に当るが,その中で運動禁

忌となっているような人は1人もいない.心臓循環系に所見のあった人が9名いるが,これ

とて殆んどが現在異常なしとされている人達である.中には幾分症状の継続している人があ

るにはあるが,決して無理をして過激な運動を実施したわけではない.むしろ許される範囲

内で体力づくりのために身体活動を試みたというべきであろう.こうしてみると,事故老の

殆んどの人が健康者として何等運動制限,要観察等の対象になっていなかったことを示して

いる.更に,事故老個々についてみると,過去において輝かしい競技歴をもった人,また現

荏,運動選手として活躍していた人も多く,一般には平均以上の健康者とみられていた人が

多い.こうしてみるとすべての事故が,ある日突然,予期しない時に,予期しない状態で,

予期しない人に発生したと云えるのではなかろうか.また,運動時の各人のコンディション
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表6■有所見者の実態

__._ ー _二 _ _ _ __ __ I＼- f f I

の中で疲労,空腹等体調不十分な状態での発生が6件あり,事故防止の対策を考える上で注

目すべきことであろう.

3-5.死因及び死亡状況

新聞に記載されている死因は 〔表1〕に見られる通りで,殆んどが循環機能障害となって

いる.死因は心不全,心臓マヒというよう.に死に致った状況がそのまま死因名としてあげら

れている.何故,心不全になったのか,何故,心臓マヒが起ったのかというような死に至る

までの正確な経過は究明されていない.ただ,1件だけは剖検により死因が正確に究明され

てい草･.つぎに事故発生後死亡確認までの時間的経過についてみると'個々のケースではっ

きりしないものもあるが,一応記事の中にはっきり記載されているもののうち,50件が1時

間以内の死亡,それも殆んどが即死の状態となっている.即ち,事故が発生した場合,医療

を施す時間的余裕のないままに死亡しているのが現実である.このような事態に対処するに

は,まず何よりもこのような事態の発生を招かないようにすることが大切で,そのためには

一刻も早く其の死因が究明され,それに対する対策の確立が急がれるところである.

4.む す び

運動に伴う突然死の実態について,いろいろ考察を試みたが,以下のようにまとめること

ができる.I

(1).事故の当事者は,日頃,自分自身の健康に自信をもち,健康診断の結果でも何等所見

のない人達である.それだけに事前にこのような事故発生をチュックするのが難かしい.

(2) しかし,空腹,睡眠不足,疲労気味,体力消耗時等,各個人の体調が事故発生と何等

かの関連がうかがえるので,運動する場合,常に最善の体調で取り組む心構えが大切である.

また,高温,炎天下というような外部環境条件も誘因となりやすいので,いろいろな環境条

件に対する配慮が必要である.

(3) 高校生以下では殆んどが学校の管理下において発生している.学校としては正課の授

莱,クラブ活動,体育行事のどれをとっても,半ば強制的に運動を課しているだけに常にこ
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のような事故に対する措置を講じておく必要がある.

(4) しかし,このような事故の発生は予見が非常に困難で,一旦発生してしまうと手を施

す暇もなく不幸な事態を招くケースが多い.運動中の各個人の体調は各個人にしか把捉でき

ない面が多く,外部からチュックすることは難かしい.従って,対策としては各個人がこの

ような事故発生防止に対する知識を持つことが大切である.このような事態が起る前には,

胸部の痛み,不整脈,苦しみ等 ,々何等かの前駆症状があるものと思われる.そこで,もし

もそのような前駆症状的なものが感じられた場合は,その時点で運動の中断が望ましい.し

かし,一寸と苦しいからと云って中断していたのでは運動する意味がない.この苦しみに打

ちかつところに トレーニングの効果も生まれ,運動することの楽しみもある.また,レース

等においては,ゴールを目指してどんなに苦しくとも最後まで頑張り抜くことを訴える風潮

もある.このような現実の中で事故防止と頑張ることをどのように調和させたらよいのか,

最後の頑張りが命取りになっていると見られるケースが多いだけに難かしいところである.

しかし,競技者に対しては,時には勇気ある撤退が必要であることを事故防止の知識として

前駆症状と合せて徹底しておく必要があろう.特に中高年者は決して無理をしてはならない.

若い頃,汲しい トレーニングに耐え抜き,輝かしい競技歴があるからといって,何年問もト

レーニングを中断した場合.過去の実紀は何の意味もない.それは,単なる過去の幻影に過

ぎないことを知らしむべきである.

(5)事故防止対策として,事前のメディカルチェック,運動中のチェック等いろいろの方

策が講じられているようだが,この実態から見る限り完壁とは云い難い.特に事故者の中に

は事前の健康診断等では何等異常をチェックされていない人が多い.それなのにその人達が

何故運動することによって心不全に陥ったのか,また心臓マヒを起したのか,そのメカニズ

ムは究明されていない.心情的には忍び難いところもあるが,不幸にして事故が発生した場

合は,剖検等により徹底的に死因を究明する必要がある.このような死のメカニズムが正確

に把捉されて初めて事故防止のための的確な対策も生まれてくるものと思う.日常生活の中

に運動が次第に定着しつつある今日,1日も早く,事故防止のためのメディカルチェックの

確立が望まれるところである.
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